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季節は秋。１０月を迎え、晴れている日は、これまでのようにじめじめとした

暑さではなく、カラッとした暑さに変わってきたように感じます。外に出て「秋さ

がし」をしている子どもたちもいますが、気温だけでなく、草木の色づき、穀物の実り、虫の

音など、秋を感じられるものがたくさんあります。「実りの秋」といわれるこの時期、落ち着い

て自分の成長を見つめる時間も大切にし、「自分の何がよく変わったか」、自分の中の「秋

さがし」もしてほしいと思っています。今までできなかったことで、できるようになったこと、ほ

められるようになったことがあるはずです。学校だけではなく、ご家庭でもきっとあるのでは

ないでしょうか。自分の成長を自分で気付けることは、素晴らしいことです。自分の実りや

成長に気が付ける子は、この先も、もっともっと成長していくでしょう。保護者、地域の皆様

には今後とも、学校以外の場でも子どもたちが自分の成長に気付けるよう、支えていただ

けますとありがたいです。 

 

さて、先日の講話朝会で、『くだもの村～みんな違ってみんないい～』という話をしました。

お互いの違いや良さを認め合いながら、みんなが気持ちよく過ごせる学校にしていこうと

伝えました。 

学校では、１０月２５日に開催される運動会に向けて、様々な準備や練習が始

まっています。運動が得意な子、得意でない子、もしかしたら、運動が得意でない子の中に

は、運動会に気持ちがのらない子もいるかもしれません。でも、「向き不向きより、前向き」

という言葉があるように、自分に向いているとか、向いていないとか考えるよりも、前向きに

頑張ることが大切だと思っています。挑戦する中で、努力をしたり苦労をしたりして得られ

た成長が、大きな「実り」となるよう、そして子どもたち一人ひとりが自分らしく輝き、たくさ

んの笑顔が見られますよう、職員一同、全力で指導、支援をしてまいります。自分のめあて

を決め、運動会本番だけでなく本番までの練習の中でも、子どもたちがどんな姿を見せて

くれるかとても楽しみです。 

 

今年度も残り半年。学校行事が続きますが、その一つひとつを力強く乗り越えながら、

大きく成長し、素敵な思い出を作っていってほしいと願っています。力を合わせ、協力しなが

ら学校全体が盛り上がり、伸びていくためには、高学年の強力なリーダーシップ

も欠かせません。高学年の更なる活躍にも期待したいところです。 




